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	・2023�　日本医学会連合加盟学会連絡協議会において活動紹介を行った�　第31回医学会総会において学会のダイバーシティ活動紹介を行った�　第95回総会（宇都宮）において、「しなやかな学会活動」をテーマに�　フォーラムを開催。レジリエンスについての講演や本部HPに掲載の�　「私のキャリアプラン」を紹介している4名の会員による発表を行った。�  第33回全国協議会（甲府）において、「多様性のある学会活動」を�  テーマにフォ-ラム（会員発表）を行った。�  学会本部が行う、会員アンケートに「ダイバーシティ」についての設問を�　取り入れ、2024年（現在）実施中。�・2024�　委員会企画オンラインセミナー「学会活動を知ろう！」を開催�　第96回総会（広島）第34回全国協議会（木更津）において�　フォーラム（会員報告）を開催予定。
	スライド番号 2

